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1. 概要 

本資料は，Ⅵ-2-1-1「耐震設計の基本方針」のうち「2.1 基本方針」に基づき，今回申請を行

った耐震設計等に基準地震動Ｓｓを用いる施設等について，周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周

期を有しないことを説明するものである。 

 

2. 背景 

基準地震動Ｓｓは，Ⅵ-2-1-2「基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの策定概要」に示す

とおり，「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」及び「震源を特定せず策定する地震動」

について，解放基盤表面における水平方向及び鉛直方向の地震動としてそれぞれ策定している。 

「震源を特定せず策定する地震動」では，令和 3 年 4 月 21 日に改正された設置許可基準規則

解釈(原規技発第 2104216 号)を踏まえ標準応答スペクトルに基づく評価を行った結果，大湊側で

は基準地震動 Ss-1 に対して，水平方向では全周期帯において，鉛直方向では短周期側において

下回るものの，鉛直方向の周期 1.7 秒以上の周期帯でわずかに上回った。標準応答スペクトルに

基づく地震動と基準地震動 Ss-1 の比較を図 2－1に示す。 

これに対し，耐震設計等に基準地震動Ｓｓを用いる施設等は，Ⅵ-2-1-1「耐震設計の基本方針」

に示すとおり，周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周期を有しない設計とし，今回申請を行った耐

震設計等に基準地震動Ｓｓを用いる施設等について，周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周期を有

しないことを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       (a) 水平方向               (b) 鉛直方向 

 

図 2－1 標準応答スペクトルに基づく地震動と基準地震動 Ss-1 の比較（大湊側）
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3. 標準応答スペクトルに基づく評価結果を踏まえた設計 

 周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周期を有しない設計とするための設計の流れを図 3－1 に示

す。 

 設計基準対象施設及び重大事故等対処施設（当該施設が機能を維持するために必要な施設等を

含む。）は，各施設の設計段階で，鉛直方向の固有周期が 1.7 秒以上に有しない設計としている。 

 設計後における今回申請施設が周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周期を有しないことの確認結

果を「4. 施設等の固有周期の確認」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊：建物・構築物，土木構造物，機器・配管系に加え，プール水及び地盤を含む。 

 

図 3－1 設計の流れ 

  

鉛直方向の固有周期が 

1.7 秒以上にない 

設計完了 

設計基準対象施設及び重大事故等対処施設 
（当該施設が機能を維持するために必要な施設等＊を含む。） 

各施設等の設計 

YES 

NO 
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4．施設等の固有周期の確認 

 4.1 確認方法 

 確認手順を図 4－1に示す。今回申請する設計基準対象施設及び重大事故等対処施設（当該

施設が機能を維持するために必要な施設等を含む。）を対象とし，申請書（本文及び添付書

類）により，基準地震動Ｓｓを用いた設計の有無を網羅的に確認する。 

 図 4－1に基づく確認対象を表 4－1に示す。基準地震動Ｓｓを用いた設計をしているⅥ-2-

12「水平 2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価結果」及びⅥ-2-別添 4「地震

荷重と風荷重の組合せの影響評価結果」については，固有周期に影響を及ぼす設計ではない

ため，対象外とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊：建物・構築物，土木構造物，機器・配管系に加え，プール水及び地盤を含む。 
 

図 4－1 確認手順 

  

基準地震動Ｓｓを用いた

設計をしているか 

確認対象 対象外 

NO 

YES 

設計基準対象施設及び重大事故等対処施設 
（当該施設が機能を維持するために必要な施設等＊を含む。） 
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表 4－1 確認対象施設等（1/3） 
区分 施設名称 

建物・構築物 原子炉建屋 

タービン建屋 

コントロール建屋 

廃棄物処理建屋 

格納容器圧力逃がし装置基礎 

緊急時対策所 

主排気筒 

サービス建屋 
大物搬入建屋 
浸水防護施設（取水槽閉止板，水密扉及び止水堰） 
地下水排水設備 
７号機原子炉建屋 
７号機タービン建屋 
７号機主排気筒 

土木構造物 スクリーン室 

取水路 

補機冷却用海水取水路 

軽油タンク基礎 

燃料移送系配管ダクト 

常設代替交流電源設備基礎 

スクリーン室（７号機設備） 

取水路（７号機設備） 
軽油タンク基礎（７号機設備） 
海水貯留堰 
取水護岸 
海水貯留堰（７号機設備） 
取水護岸（７号機設備） 
非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ防護板 

機器・配管系 耐震設計上重要な設備を

設置する施設 
6 号機地下水排水設備の機器・配管系 

5 号機地下水排水設備の機器・配管系 

原子炉本体 
炉心（炉心支持構造物含む） 
原子炉圧力容器 

核燃料物質の取扱施設及

び貯蔵施設 

使用済燃料貯蔵ラック 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度 
使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 
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表 4－1 確認対象施設等（2/3） 
区分 施設名称 

機器・配管系 核燃料物質の取扱施設及

び貯蔵施設 
燃料プール冷却浄化系 
燃料プール代替注水系 

原子炉冷却系統施設 主蒸気系 
残留熱除去系 
高圧炉心注水系 
原子炉隔離時冷却系 
高圧代替注水系 
低圧代替注水系 
水の供給設備 
補給水系 
原子炉補機冷却水系 
原子炉補機冷却海水系 

計測制御系統施設 計測制御系統施設 
制御材 
制御材駆動装置 
ほう酸水注入系 
計測装置 
高圧窒素ガス供給系 
逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガス喪失時

の減圧設備 
その他の計測制御系統施設 

放射性廃棄物の廃棄施設 気体，液体又は固体廃棄物処理設備の機器・配管

系 
放射線管理施設 プロセスモニタリング設備 

エリアモニタリング設備 
中央制御室換気空調系 
緊急時対策所換気空調系 
配管遮蔽 
中央制御室外気取入れ・排気ダクト 

原子炉格納施設 原子炉格納容器の機器・配管系 
真空破壊弁 
ダイヤフラムフロア 
ベント菅 
格納容器スプレイ冷却系 
格納容器下部注水系 
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表 4－1 確認対象施設等（3/3） 
区分 施設名称 

機器・配管系 原子炉格納施設 代替循環冷却系 
非常用ガス処理系 
可燃性ガス濃度制御系 
水素濃度抑制系 
耐圧強化ベント系 
格納容器圧力逃がし装置 
不活性ガス系 
原子炉格納容器付属構造物 
コリウムシールド 
遠隔手動弁操作設備 
燃料取替床ブローアウトパネル閉止装置 

その他発電用原子炉の附

属施設 
非常用ディーゼル発電設備 
代替交流電源設備 
直流蓄電池，充電器 
その他の非常用電源設備 
浸水防護施設の機器・配管系 
緊急時対策所の機器・配管系 

波及的影響を及ぼすおそ

れのある施設 
波及的影響を及ぼすおそれのある機器・配管系 

火災防護設備 
溢水防護に係る施設 
可搬型重大事故等対処設備 

プール水 使用済燃料貯蔵プール 
地盤 地盤 
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 4.2 施設等の鉛直方向の固有周期の確認結果 

  4.2.1 建物・構築物 

図 4－1に基づき，鉛直方向の基準地震動Ｓｓを用いた設計をしている建物・構築物を

確認した結果を表 4－2に示す。表 4－2より，建物・構築物において周期 1.7 秒以上に

鉛直方向の固有周期を有しないことを確認した。なお，浸水防護施設（取水槽閉止板，

水密扉及び止水堰）並びに原子炉建屋原子炉区域（二次格納施設）を構成する原子炉建

屋エアロック及びスラブ（Ⅵ-2-9-3-1「原子炉建屋原子炉区域（二次格納施設）の耐震

性についての耐震計算書」において耐震評価を実施しているスラブ）は 0.05 秒以下

（20Hz 以上）であることを確認している。 

建物・構築物における鉛直方向の固有周期は，表 4－2に記載の図書による地震応答解

析モデルに基づき算定し，刺激係数や固有振動モードを踏まえて決定する。 

 

表 4－2 建物・構築物の鉛直方向の固有周期 

設備名称 
固有周期 

（秒） 
図書番号 

原子炉建屋＊ 0.280 

Ⅵ-2-2-1 

Ⅵ-2-2-2 

Ⅵ-2-9-3-1 

タービン建屋 0.395 
Ⅵ-2-2-5 

Ⅵ-2-2-6 

コントロール建屋 0.171 
Ⅵ-2-2-9 

Ⅵ-2-2-10 

廃棄物処理建屋 0.273 
Ⅵ-2-2-11 

Ⅵ-2-2-12 

格納容器圧力逃がし装置基礎 0.081 
Ⅵ-2-2-13 

Ⅵ-2-2-14 

緊急時対策所 0.340 
Ⅵ-2-2-15 

Ⅵ-2-2-16 

主排気筒 0.049 Ⅵ-2-7-2-1 

大物搬入建屋 追而 追而 

７号機原子炉建屋 0.281 
Ⅵ-2-2-25 

Ⅵ-2-2-26 

７号機タービン建屋 0.390 
Ⅵ-2-2-27 

Ⅵ-2-2-28 

７号機主排気筒 0.052 
Ⅵ-2-2-29 

Ⅵ-2-2-30 
注記＊：屋根トラスの 3次元 FEM モデルを含む。  
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  4.2.2 土木構造物 

 図 4－1に基づき，基準地震動Ｓｓを用いた設計をしている土木構造物を確認した結果

を表 4－3に示す。表 4－3より，土木構造物において周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有

周期を有しないことを確認した。 

 土木構造物(非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ防護板を除く)の鉛直方向の固

有周期は，表 4－3に記載の図書による地震応答解析モデルに基づき算定し，刺激係数や

固有振動モードを踏まえて決定する。また，非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ

防護板の鉛直方向の固有周期は，構造物の質量及び剛性を踏まえた一質点系はりモデル

により振動モードを踏まえて算出する。 
 

表 4－3 土木構造物の鉛直方向の固有周期 

設備名称 
固有周期

（秒） 
図書番号 

スクリーン室 0.188 Ⅵ-2-10-3-1-4 

取水路 0.215 Ⅵ-2-10-3-1-6 

補機冷却用海水取水路 0.213 Ⅵ-2-10-3-1-8 

軽油タンク基礎 0.210 
Ⅵ-2-2-17 

Ⅵ-2-2-18 

燃料移送系配管ダクト 追而 

常設代替交流電源設備基礎 0.212 
Ⅵ-2-2-21 

Ⅵ-2-2-22 

スクリーン室（７号機設備） 0.189 Ⅵ-2-10-3-1-5 

取水路（７号機設備） 0.214 Ⅵ-2-10-3-1-7 

軽油タンク基礎（７号機設備） 0.214 
Ⅵ-2-2-23 

Ⅵ-2-2-24 

海水貯留堰 0.179 Ⅵ-2-10-3-1-2-1 

取水護岸 0.179 Ⅵ-2-10-3-1-2-2 

海水貯留堰（７号機設備） 0.181 Ⅵ-2-10-3-1-3-1 

取水護岸（７号機設備） 0.181 Ⅵ-2-10-3-1-3-2 

非常用ディーゼル発電設備燃料移送

ポンプ防護板 
0.020 Ⅵ-2-11-2-2-1 
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  4.2.3 機器・配管系 

図 4－1に基づき，網羅的に確認した結果，機器・配管系において周期 1.7 秒以上に鉛

直方向の固有周期を有しないことを確認した。 

網羅的に確認した結果のうち，柔な鉛直固有周期を有する機器・配管系についての確

認結果を表 4－4に示す。ただし，配管及び可搬型設備の多くが柔構造であることから，

配管及び可搬型設備については，最も長い鉛直方向の固有周期を有する設備を代表で記

載する。なお，配管については耐震重要度分類Ｓクラス，耐震重要度分類Ｂ又はＣクラ

ス，重大事故等対処施設に分けて示す。  

 

表 4－4 機器・配管系の鉛直方向の固有周期 

分類 設備名称 固有周期（秒） 図書番号 

機器 制御棒駆動機構ハウジングレストレントビ

―ム 
 Ⅵ-2-3-3-2-3 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度（SA 広域）  Ⅵ-2-4-2-4 

下部ドライウェルアクセストンネルスリ―

ブ及び鏡板（所員用エアロック付） 
0.084 Ⅵ-2-9-2-4 

下部ドライウェル所員用エアロック 0.084 Ⅵ-2-9-2-11 

下部ドライウェルアクセストンネル 0.098 Ⅵ-2-9-4-8-1 

遠隔手動弁操作設備 0.108 Ⅵ-2-9-5-3 

原子炉建屋クレ―ン  Ⅵ-2-11-2-4 

燃料取替機  Ⅵ-2-11-2-5 

配管＊1 主蒸気系配管（MS-T-5） 

（耐震重要度分類Ｓクラス及びＢクラス） 
0.211 Ⅵ-2-5-2-1-2 

タービン補機冷却海水系配管（TSW-T-1） 

（耐震重要度分類Ｃクラス（Ss 機能維持） 

 及びＣクラス） 

0.639 Ⅵ-2-別添 2-7 

格納容器圧力逃がし装置配管（FCVS-002） 

（重大事故等対処施設） 
 Ⅵ-2-9-4-7-1-2 

可搬 可搬型代替注水ポンプ（Ａ-2 級） 

（7号機設備，6,7 号機共用）＊2 
 Ⅵ-2-別添 3-3 

注記＊1：水平方向も含めた最も長い固有周期を記載している。 

  ＊2：当該設備を積載する車両を含む。加振試験により固有周期を算定。 
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  4.2.4 プール水 

 Ⅵ-1-1-9「発電用原子炉施設の溢水防護に関する説明書」のうち，Ⅵ-1-1-9-3「溢水

評価条件の設定」では，基準地震動Ｓｓによる地震力により生じる使用済燃料貯蔵プー

ルのスロッシングによる溢水量を算出している。使用済燃料貯蔵プールのスロッシング

の固有周期は，水平方向に対して定義されており，鉛直方向の影響を受けない。（参考資

料参照） 

 

4.2.5 地盤 

 基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価における地盤の鉛直方向の固有周期については，

基準地震動Ｓｓに対する施設直下での加速度の増幅特性を整理し，ピークとなる周期帯

が 0.5 秒～0.6 秒前後であることを確認しており（参考資料参照），周期 1.7 秒以上に鉛

直方向の固有周期を有しないことを確認した。 

  

 4.3 まとめ 

 4.2.1～4.2.5 の確認の結果より，設計基準対象施設及び重大事故等対処施設（当該施設が

機能を維持するために必要な施設等を含む。）において，周期 1.7 秒以上に鉛直方向の固有周

期を有しないことを確認した。  
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